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灰搬出について

焼却灰（主灰・飛灰）の搬出作業を令和元年10月29日より開始し、令和元年12月27日時点での灰搬出状況は

下記のとおりです。（搬出先に合わせた収納容器に詰め込んでいます。）

「安達地方減容化事業」だより
～二本松市熊ノ久保地内における農林業系廃棄物等の減容化事業～

令 和 ２ 年 １ 月
環 境 省
安 達 地 方 広 域 行 政 組 合
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令和元年6月より運営業務を開始しています。これまでの運営実績は下記のとおりです。

また、環境モニタリングの結果も良好です。

１ 運営実績

２ 環境モニタリング結果

測 定 項 目 測定結果※2 単位

排ガス 煙突

134Ｃs N.D.
Bq/㎥

137Ｃs N.D.

地下水

仮設灰保管施設上流

134Ｃs N.D.

Bq/L

137Ｃs N.D.

仮設灰保管施設下流

134Ｃs N.D.

137Ｃs N.D.

雨水

業務用地内雨水桝１

134Ｃs N.D.

Bq/L

137Ｃs N.D.

業務用地内雨水桝２

134Ｃs N.D.

137Ｃs N.D.

雨水調整池

134Ｃs N.D.

137Ｃs N.D.

（2）業務用地境界空間線量率測定結果

運営業務について

種 別 搬出数量(袋) 搬出数量（ｔ） 搬出先

主灰（地盤改良用収納容器） 292 458 特定廃棄物埋立処分施設

主灰（フレキシブルコンテナ） 2,214 2,227 中間貯蔵施設

飛灰（フレキシブルコンテナ） 456 391 中間貯蔵施設

業務用地境界空間線量率及びモニタリングポスト空間

線量率は施設稼働前(４/３以前)と同水準で推移してい

ます。

（1）処理量（令和元年11月末時点） （2）焼却灰発生量（令和元年11月末時点）

区 分 実績（ｔ）

農林業系廃棄物 4,850

可燃性除染廃棄物 11,865

合 計 16,715

種 別
発生
(袋)

発生
(t)

放射性物質濃度
(㏃/㎏）

主灰（地盤改良用収納容器） 298 474 4,000～16,000

主灰（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｺﾝﾃﾅ） 2,363 2,378 2,800～25,000

飛灰（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｺﾝﾃﾅ） 520 447 1,400～65,000

合 計 3,181 3,299

（1）放射性物質濃度測定結果

令和元年11月の測定結果は下表のとおりです。

放射性物質濃度は全て管理値※1を下回っています。

※２ N.D.とは、検出下限値未満であることを示しています。今回の分析結果で
検出限界値は、1.0~1.6の範囲でした。

４/３

※１ 管理値とは、同じ人が０歳から７０歳まで、毎日その空気を吸っても
被ばく量が許容値（年間1m㏜）以下になるよう設定されています。

４/３
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令和元年度年度
月

東和地域

二本松市

令和2年度

収集・運搬について

施設見学について

1 令和元年度から令和2年度までの収集･運搬実績及び運搬計画（案）

2 収集･運搬の実績数量

至 針道

至 山木屋

令和元年11月より、二本松市、本宮市及び大玉村に居住する住民の皆様を対象にした施設見学を開始しました。
現時点での施設見学の状況は下記のとおりです。

見学日 市町村 見学人員

11月22日 二本松市郭内 31名

11月26日 二本松市太田 10名

12月03日 二本松市戸沢 12名

12月04日 二本松市戸沢 8名

12月11日 二本松市戸沢 8名

12月13日 二本松市戸沢 11名

累計 80名

施設見学の状況

令和元年10月までに東和地域の農林業系廃棄物は、台風被害により搬出不能な1箇所を除き終了しました。

東和地域の可燃性除染廃棄物も台風被害により計画変更を行いましたが、令和2年6月下旬に終了予定です。

冬期間の施設見学会につきましては、積雪等の状況により、実施日の変更をお願いすることがございます。

【施設見学の問い合わせは、安達地方広域行政組合までお願いいたします】

安達地方広域行政組合 電話 ０２４３-２２ｰ１１０１(平日８：30～17：15) 

【施設見学以外のご質問等は、こちらまでお願いいたします】

環境省コールセンター 電話 ０１２０-８６９ｰ４４４(平日9：30～18：15) 

災害廃棄物処理について

台風19号により発生した災害廃棄物の処理について、12月26日に福島県の実行計画が公表されました。実行計画
では、自区域内での処理が困難な災害廃棄物について、国の仮設焼却施設においても処理するよう支援が要請されて
います。地域の皆様のご理解をいただきつつ、安達地方の災害廃棄物が早期に処理されるよう協力してまいりたいと
考えております。

見学者の感想等

安全に留意し、しっかり管理していることが分かった。

常に初心に返り、事故発生に十分注意して欲しい。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 累計

16 日 19 日 16 日 22 日 17 日 16 日 16 日 20 日 142 日

農林業系廃棄物 389 ｔ 656 ｔ 452 ｔ 1,199 ｔ 821 ｔ 364 ｔ 491 ｔ 478 ｔ 4,850 ｔ

可燃性除染廃棄物 1,492 ｔ 1,490 ｔ 653 ｔ 1,743 ｔ 1,521 ｔ 1,674 ｔ 1,516 ｔ 1,775 ｔ 11,865 ｔ

合　計 1,881 ｔ 2,146 ｔ 1,105 ｔ 2,942 ｔ 2,342 ｔ 2,038 ｔ 2,007 ｔ 2,253 ｔ 16,715 ｔ

32 台/日 34 台/日 20 台/日 37 台/日 41 台/日 42 台/日 35 台/日 33 台/日 34 台/日

※累計は小数点以下四捨五入の関係で、各月の合計と一致しません。

運
搬
量

平均運搬車両台数

稼働日数

月
区分


